
明
治
初
年
に
編
纂
さ
れ
、
お
お
く
の
利
用
者
を
え
た
に
ち
が
い
な
い
「
医
語
類
聚
』
や
「
独
和
医
学
辞
典
』
の
著
者
で
あ
る
海
軍
大
軍
医

と
ら
ふ
み

奥
山
虎
章
に
つ
い
て
、
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
資
料
を
収
集
し
た
結
果
、
時
間
と
場
所
を
異
に
し
た
三
人
の
奥
山
玄
良
と
、
一
人
の
奥
山
虎
章

の
史
料
を
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
、
こ
れ
が
一
人
の
人
物
に
収
赦
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
端
を
発
し
た
戊
辰
戦
争
は
、
官
軍
優
勢
の
う
ち
に
戦
線
は
北
上
し
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
負
傷
兵
の
数
も
増
加
し
た
の
で
、
後
送
兵
姑
病
院
と
し
て
横
浜
軍
陣
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
時
に
慶
応
四
年
閨
四
月
一

（
１
）
（
２
）

三
日
の
こ
と
で
、
横
浜
・
野
毛
の
修
文
館
内
に
も
う
け
ら
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
薩
摩
藩
は
、
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
に
依
頼
し
て
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
を
横
浜
軍
陣
病
院
の

医
師
と
し
て
む
か
え
た
。
さ
き
に
京
都
の
相
国
寺
内
の
養
源
院
に
も
う
け
ら
れ
た
薩
藩
病
院
に
お
い
て
、
負
傷
兵
の
治
療
に
あ
た
っ
た
ゥ
ィ

を
え
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

横
浜
軍
陣
病
院
の
『
日
記
」
に
み
る
奥
山
玄
良

は
じ
め
に

「
医
語
類
聚
」
の
著
者
海
軍
大
軍
医
奥
山
虎
章

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
一
号

平
成
八
年
三
月
二
十
日
発
行深

瀬
泰
旦

平
成
七
年
九
月
十
四
日
受
付

平
成
七
年
十
一
月
十
六
日
受
理
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（
８
）

薩
州
：
：
：
大
垣
…
…
長
州
頭
取
差
添
医
福
田
純
一
御
雇
医
奥
山
玄
良
…
…

慶
応
四
年
八
月
五
日
「
町
医
奥
山
玄
良
」
は
、
横
浜
軍
陣
病
院
手
伝
に
任
命
さ
れ
た
。
同
時
に
採
用
さ
れ
た
他
の
二
名
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
藩
の
脇
害
が
あ
る
が
、
玄
良
は
町
医
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

の
ち
に
の
べ
る
よ
う
に
玄
良
は
上
山
藩
医
で
あ
る
。
こ
の
時
期
上
山
藩
は
白
石
列
藩
会
議
や
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
参
加
し
て
、
い
わ
ゆ
る

（
９
）

朝
敵
側
に
た
っ
て
い
た
の
で
、
東
北
諸
藩
に
属
し
て
い
た
も
の
は
た
と
え
医
師
と
い
う
非
戦
闘
員
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
所
属
す
る
藩
を
あ
か

所
に
み
ら
れ
る
。

リ
ス
が
す
ば
ら
し
い
治
療
成
績
を
あ
げ
た
と
い
う
実
績
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
力
を
か
り
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
軍
陣
病
院
の
御
使
番
で
あ
る
尾
張
藩
佐
藤
嘉
七
郎
金
義
が
、
慶
応
四
年
四
月
一
八
日
か
ら
同
年
一
○
月
一
二
日
ま
で
の
そ
の
病
院
の

（
３
）

動
静
を
し
る
し
た
の
が
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
『
日
記
」
（
以
下
「
軍
陣
病
院
日
記
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
本
書
に
は
奥
山
玄
良
の
名
が
次
の
五
力

口
大
田
原
藩
矢
野
良
橘
井
御
雇
医
単

㈲
今
日
も
陸
地
よ
り
左
之
通
差
送
ル

Ｈ
左
之
面
々
当
分
之
内
被
成
御
雇
横
浜
病
院
手
伝
被
仰
付
候
旨
以
御
書
附
面
御
達
候
事

因
州
山
内
逸
斎

町
医
奥
山
玄
良

（
４
）

筑
州
武
藤
道
甫

口
左
之
医
是
迄
御
雇
医
二
候
処
御
用
達
二
付
月
給
被
相
増
以
後
五
両
宛
被
下
賜
候
旨
相
達
ル

（
一
初
）

奥
山
玄
良

日
ド
ン
グ
ル
ィ
方
江
罷
越
候
様
と
の
儀
二
付
左
之
面
々
召
連
参
り
候
処
シ
ド
ル
江
も
罷
越
居
中
英
人
病
院
等
爲
見
候
事

（
６
）

石
神
福
田
高
地
奥
山
渡
辺

（
一
Ｊ
）

口
大
田
原
藩
矢
野
良
橘
井
御
雇
医
奥
山
玄
良
東
京
へ
罷
越
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ド
ン
グ
ル
イ
は
ウ
ィ
リ
ス
と
と
も
に
軍
陣
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
の
ダ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ー
旨
宮
口
Ｅ
三
割
○
○
号
①
で
、
一

（
Ⅲ
）

八
六
八
年
の
来
日
か
ら
二
年
間
、
日
本
の
医
療
に
た
め
に
尽
力
し
た
。
こ
の
『
軍
陣
病
院
日
記
」
に
は
、
ド
ン
ク
ロ
イ
、
ド
ン
ウ
ジ
ー
、
ウ

ド
ン
シ
ー
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
名
称
で
登
場
し
て
い
る
。
シ
ド
ル
き
め
８
－
］
国
○
乏
曾
聾
＆
農
も
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
医
官
で
、
ウ
ィ
リ
ス
が

（
、
）

越
後
や
東
北
に
巡
回
治
療
に
お
も
む
い
た
折
に
は
、
横
浜
に
の
こ
っ
て
軍
陣
病
院
の
中
心
人
物
と
し
て
こ
の
病
院
を
取
り
仕
き
っ
た
。

（
吃
）

石
神
以
下
五
名
は
い
ず
れ
も
軍
陣
病
院
の
勤
務
者
で
あ
る
。

㈲
に
つ
い
て
は
す
こ
し
く
解
説
を
要
す
る
。
慶
応
四
年
秋
に
東
京
下
谷
に
大
病
院
が
で
き
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
患
者
、
医
師
と
も
そ
ち

ら
に
引
う
つ
っ
た
。
こ
の
移
転
の
話
は
九
月
に
な
っ
て
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
昭
）

付
属
之
面
々
井
両
賄
之
者
以
後
東
京
へ
病
院
被
移
候
節
二
至
り
是
迄
之
通
御
用
相
勤
候
様
有
之
度
委
細
存
念
之
趣
下
参
謀
へ
談
判
済
。

と
九
月
朔
日
の
項
に
み
え
る
。
そ
し
て
そ
の
準
備
と
し
て
「
平
病
軽
傷
半
癒
等
」
の
患
者
を
ど
の
よ
う
に
移
送
す
る
か
の
相
談
が
は
じ
ま
つ

（
Ⅲ
）
（
応
）

た
の
は
九
月
二
八
日
で
あ
る
。
両
三
度
の
相
談
の
の
ち
、
一
○
月
三
日
か
ら
「
川
蒸
気
船
二
而
」
、
あ
る
い
は
「
陸
行
」
で
患
者
の
移
送
が
は

（
脇
）

じ
ま
り
、
一
○
月
一
七
日
に
は
す
べ
て
の
患
者
の
、
翌
一
八
日
に
す
べ
て
の
医
師
の
引
払
い
が
完
了
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
奥
山
玄
良
は
、
患
者
に
つ
き
そ
っ
て
陸
路
を
と
っ
て
東
京
へ
移
動
し
た
。
こ
の
日
は
海
路
か
ら
の
患
者
移
送
が
あ
り
、

も
っ
と
も
お
お
く
の
患
者
が
東
京
へ
引
う
つ
っ
た
。
明
治
元
年
（
九
月
八
日
改
元
）
一
○
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）

載
は
な
い
。

ら
さ
ま
に
す
る
こ
と
に
は
ば
か
り
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
「
町
医
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

横
浜
軍
陣
病
院
手
伝
医
師
に
就
任
後
、
お
よ
そ
四
○
日
に
し
て
、
玄
良
は
月
給
が
五
両
に
昇
給
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
給
与
に
つ
い
て
の
記

本
史
料
（
以
下
『
大
病
院
日
記
」
と
い
う
）
は
明
治
新
政
府
が
旧
幕
府
の
医
学
所
を
復
興
し
た
慶
応
四
年
六
月
二
六
日
か
ら
、
同
年
一
二
月
二

大
病
院
の
「
日
記
」
に
み
る
奥
山
玄
良
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
病
院
医
師
試
補
手
伝
に
任
命
さ
れ
た
奥
山
玄
良
は
、
同
時
に
「
通
弁
役
」
に
兼
任
で
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
病
院
で
通
訳
を
必
要
と
す
る
外
国
人
と
い
え
ば
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
な
の
で
、
玄
良
が
英
語
の
語
学
力
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い

た
こ
と
を
こ
れ
に
よ
っ
て
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

横
浜
軍
陣
病
院
勤
務
の
奥
山
玄
良
が
、
東
京
の
大
病
院
に
転
属
し
た
の
が
一
○
月
七
日
で
あ
り
、
そ
の
翌
日
の
一
○
月
八
日
に
は
大
病
院

医
師
試
補
手
伝
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
あ
き
ら
か
に
連
続
性
が
み
と
め
ら
れ
、
二
人
の
奥
山
玄
良
は
同
一
人
物
と
み
て
不
合

○
日
に
「
病
院
医
師
試
補
手
伝
」

（
帥
）

に
よ
っ
て
も
う
ら
づ
け
ら
れ
る
。

（
虹
）

ウ
ィ
リ
ス
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
医
官
と
し
て
来
日
し
、
薩
摩
藩
と
の
親
密
な
関
係
か
ら
慶
応
四
年
閨
四
月
一
三

日
に
横
浜
軍
陣
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
お
く
れ
る
こ
と
四
カ
月
の
八
月
五
日
に
、
奥
山
玄
良
が
横
浜
軍
陣
病
院
の
手
伝

理
な
点
は
見
出
さ
れ
な
い
。

九
日
に
い
た
る
約
半
年
間
の
、

そ
の
一
○
月
七
日
の
条
に

横
浜
よ
り
之
金
瘡
人
三
拾
人
余
昼
時
頃
よ
り
追
々
着
二
相
成
其
外
奥
州
之
疵
人
入
院
大
混
雑
之
義
尚
又
夜
二
入
横
浜
よ
り
三
拾
人
余
外

（
肝
）

増
弐
拾
人
程
参
り
候
由
夫
々
手
配
い
た
し
候
事

さ
き
に
あ
げ
た
「
軍
陣
病
院
日
記
』
の
記
事
と
ま
さ
に
一
致
し
て
お
り
、
海
路
と
陸
路
か
ら
昼
夜
に
わ
け
て
転
院
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

『
大
病
院
日
記
」
に
奥
山
玄
良
の
名
が
最
初
に
み
え
る
の
は
、
一
○
月
八
日
の
辞
令
で
あ
る
。

奥
山
玄
良

（
鴎
）

右
御
雇
二
而
病
院
医
師
試
補
手
伝
二
而
通
弁
役
申
付
之

こ
の
日
石
神
良
策
が
病
院
医
師
に
、
高
地
晴
謙
と
矢
野
良
橘
が
玄
良
と
同
じ
く
病
院
医
師
試
補
手
伝
に
任
命
さ
れ
た
。
つ
い
で
二
月
一

（
⑲
）

○
日
に
「
病
院
医
師
試
補
手
伝
」
か
ら
「
病
院
医
師
試
補
」
に
、
玄
良
ら
四
名
が
昇
進
し
た
。
こ
れ
は
翌
明
治
二
年
三
月
の
「
医
師
姓
名
」

下
谷
に
開
設
さ
れ
た
大
病
院
の
『
日
記
」
で
あ
る
。

(32） 32



（
型
）

を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
兄
奥
山
虎
炳
が
堀
達
之
助
か
ら
英
語
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
玄
良
も
同
じ
道
を
あ
ゆ
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
英

語
に
堪
能
で
あ
っ
た
玄
良
は
、
ウ
ィ
リ
ス
と
の
親
交
は
他
の
医
師
よ
り
も
一
層
深
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

官
軍
に
し
た
が
っ
て
北
越
地
方
か
ら
会
津
地
方
に
転
戦
し
た
ウ
ィ
リ
ス
は
、
お
お
く
の
負
傷
兵
を
治
療
し
て
一
二
月
二
九
日
に
帰
京
し
、

大
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
玄
良
は
す
で
に
大
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
ま
た
ウ
ィ
リ
ス
と
の
交
流
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
釧
）

鹿
児
島
に
西
洋
医
学
校
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
年
一
二
月
一
二
日
で
あ
る
。
翌
明
治
三
年
正
月
に
藩
の
知
政
所
は
、
八
名
の
医
師

を
医
学
校
御
用
掛
兼
病
院
掛
に
任
命
し
た
。

で
あ
る
。

明
治
新
政
府
の
ド
イ
ツ
医
学
採
用
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ス
は
東
京
医
学
校
教
師
の
職
を
辞
し
て
、
門
人
林
卜
庵
を
し
た
が
え
、
石
神
良
策

（
羽
）

に
案
内
さ
れ
て
、
明
治
二
年
一
二
月
三
日
に
富
士
山
丸
で
横
浜
を
た
っ
て
鹿
児
島
入
り
し
た
。
薩
摩
藩
の
新
医
学
校
教
師
の
職
に
つ
く
た
め

石
神
良
策
足
立
愼
吾
山
下
弘
平

右
者
医
学
校
御
用
掛
兼
病
院
掛
被
仰
付
候
条
可
申
渡
候

藤
田
圭
甫
新
宮
拙
蔵
山
本
淳
輔
奥
山
玄
良
永
井
文
斎

右
者
医
学
校
御
用
掛
兼
病
院
掛
被
成
御
願
度
思
召
候
間
此
旨
申
達
候

明
治
三
年
正
月
知
政
所

鹿
児
島
医
学
校
御
用
掛
兼
病
院
掛
の
奥
山
玄
良

(33）ひつ
qJq_》



（
粥
）

紀
州
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
た
三
田
村
忠
国
（
一
八
四
七
’
一
九
一
二
）
は
、
若
く
し
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
び
、
維
新
直
後
ウ
ィ
リ
ス
や
シ

ッ
ド
ー
ル
の
教
え
を
う
け
、
明
治
二
年
三
月
に
は
大
病
院
医
師
試
補
に
任
命
さ
れ
た
。
明
治
三
年
六
月
鹿
児
島
に
お
も
む
い
て
医
学
校
に
勤

務
し
、
ウ
ィ
リ
ス
を
た
す
け
た
。
三
田
村
は
英
語
が
堪
能
で
、
ウ
ィ
リ
ス
が
鹿
児
島
県
庁
に
提
出
し
た
意
見
書
や
報
告
書
の
お
お
く
は
、
三

田
村
が
翻
訳
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
西
南
戦
争
に
は
薩
軍
の
軍
医
長
と
し
て
従
軍
し
た
が
、
と
ら
え
ら
れ
て
三
ヶ
月
の
獄
中
生
活

の
の
ち
、
ゆ
る
さ
れ
て
海
軍
に
出
仕
し
た
。
海
軍
軍
医
総
監
ま
で
昇
進
し
た
。

（
鋤
）

三
田
村
同
様
、
の
ち
に
海
軍
軍
医
総
監
に
昇
進
し
た
加
賀
美
光
賢
（
一
八
四
六
’
一
九
○
七
）
は
甲
斐
国
の
生
ま
れ
。
明
治
元
年
東
京
に
で

て
石
神
良
策
の
耆
生
と
な
り
、
ウ
ィ
リ
ス
に
つ
い
て
医
学
を
お
さ
め
た
。
通
訳
と
し
て
ウ
ィ
リ
ス
に
し
た
が
っ
て
鹿
児
島
入
り
し
た
。

（
鋤
）

鹿
児
島
医
学
校
創
立
当
初
か
ら
そ
の
運
営
に
あ
づ
か
っ
て
い
た
藤
田
圭
甫
は
肥
前
国
大
村
藩
医
で
、
の
ち
に
大
学
束
校
か
ら
海
軍
医
官
に

転
じ
、
奥
山
虎
炳
と
と
も
に
初
期
の
海
軍
軍
医
制
度
確
立
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
医
師
は
い
ず
れ
も
ウ
ィ
リ
ス
や
石
神
良
策
の
縁
故
で
鹿
児
島
に
お
も
む
き
、
医
学
校
の
教
員
に
就
任
し
た
。
と
く
に
三
田
村
は

そ
の
力
量
を
ウ
ィ
リ
ス
に
み
と
め
ら
れ
、
加
賀
美
や
高
木
兼
寛
が
海
軍
医
官
と
な
っ
て
上
京
し
た
後
も
鹿
児
島
に
の
こ
っ
て
、
医
学
校
や
病

院
の
運
営
の
中
枢
に
参
画
し
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
が
い
か
に
三
田
村
を
信
頼
し
て
い
た
か
は
、
萩
原
延
寿
が
そ
の
諭
著
「
遠
い
崖
」
で
く
わ

こ
の
八
名
の
医
師
の
う
ち
新
宮
、
石
神
、
足
立
、
山
下
の
四
名
は
薩
摩
藩
出
身
で
あ
る
が
、
他
の
四
名
の
う
ち
藤
田
は
大
村
藩
、
山
本
は

（
恥
）

福
井
藩
の
出
身
で
あ
り
、
の
こ
り
の
二
名
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
創
立
当
初
の
鹿
児
島
医
学
校
の
教
師
や
、
そ
の
後
教
師
に
採
用
さ
れ

た
人
物
の
中
に
は
、
他
藩
出
身
の
医
師
が
す
ぐ
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

ウ
ィ
リ
ス
の
鹿
児
島
入
り
に
し
た
が
っ
た
門
人
林
卜
庵
（
一
八
二
八
’
一
八
八
二
）
は
近
江
国
の
生
ま
れ
で
、
の
ち
上
京
し
て
明
治
五
年
に

（
”
）

海
軍
少
軍
医
に
な
っ
た
。

明
治
三
年
正
月

（
鋸
）

知
政
所
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こ
れ
に
よ
っ
て
奥
山
玄
良
と
虎
章
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
上
山
県
と
い
う
表
記
に
よ
っ
て
父
玄
仲
、
兄
虎
炳
と
の
関

（
郷
）

係
が
み
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
住
所
の
「
芝
赤
羽
心
光
院
借
地
」
よ
り
、
芝
増
上
寺
の
別
院
で
あ
る
心
光
院
（
港
区
飯
倉
五
丁
目
に
現
存
）
の
借

地
に
住
居
し
て
お
り
、
父
玄
仲
と
同
じ
住
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
年
の
一
○
月
に
は
九
等
出
仕
と
な
っ
た
。

一
方
明
治
初
年
の
『
官
員
録
」
所
収
の
虎
章
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

語
学
力
に
す
ぐ
れ
て
い
た
奥
山
玄
良
は
、
医
術
の
技
量
と
と
も
に
通
訳
と
し
て
の
力
も
み
と
め
ら
れ
て
、
ウ
ィ
リ
ス
に
し
た
が
っ
て
鹿
児

島
に
お
も
む
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
在
来
の
諸
書
に
は
ウ
ィ
リ
ス
に
し
た
が
う
も
の
と
し
て
、
石
神
良
策
、
加
賀
美
光
賢
、
林
卜
庵
の
名

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
玄
良
も
ウ
ィ
リ
ス
と
と
も
に
鹿
児
島
入
り
し
た
こ
と
は
、
鹿
児
島
医
学
校
設
立
当
初
か
ら
玄
良
が
そ
の
事
業
に
参

（
錫
）

画
し
て
い
た
事
実
か
ら
、
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
鹿
児
島
医
学
校
に
は
薩
摩
藩
以
外
の
お
お
く
の
医
師
が
、
教
師
や
医
員
と
し
て

関
係
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
鹿
児
島
医
学
枝
教
師
の
奥
山
玄
良
は
、
大
病
院
の
医
師
奥
山
玄
良
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
断
定
し
う
る

し
る
さ
れ
て
い
る
。

と
思
わ
れ
る
。

（
細
）

し
〃
く
、
の
べ
て
い
る
。

１

奥
山
虎
章
が
十
五
等
出
仕
と
し
て
海
軍
病
院
に
勤
務
し
た
の
は
、
明
治
四
年
七
月
二
四
日
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
辞
令
に
は
次
の
よ
う
に
弱Ｉ

上
山
県
／
奥
山
玄
良
／
源
虎
章

芝
赤
羽
心
光
院
借
地

海
軍
病
院
出
仕
申
付
候
事

『
公
文
類
纂
」
と
司
旧
貝
録
」
に
み
る
奥
山
虎
章

（
犯
）

辛
未
七
月
廿
四
日

、rー

00



（
抑
）

海
軍
大
軍
医
（
明
治
七
年
一
○
月
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
官
員
録
」
所
収
の
記
事
な
の
で
、
そ
の
就
任
の
日
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
洲
）

ま
た
『
公
文
類
纂
」
に
よ
る
と
、
明
治
五
年
正
月
二
八
日
に
は
「
兵
部
省
八
等
出
仕
」
に
昇
進
し
た
記
述
が
あ
る
が
、
『
袖
珍
官
員
録
」
（
明

（
錫
）

治
五
年
）
こ
れ
を
記
載
す
る
の
に
必
要
な
日
時
が
た
り
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
明
治
六
年
七
月
五
日
に
は
「
海
兵
徴

（
鋤
）
（
抑
）

募
ノ
爲
青
森
県
へ
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
」
て
、
七
月
一
六
日
北
海
丸
で
出
航
し
、
同
月
二
○
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

（
狐
）

明
治
維
新
を
む
か
え
て
軍
制
の
確
立
を
め
ざ
し
た
新
政
府
は
、
太
政
官
の
も
と
に
海
陸
二
軍
を
包
含
し
た
軍
務
官
を
設
置
し
た
（
慶
応
四
年

閏
四
月
二
一
口
）
。
そ
の
分
課
に
は
海
軍
、
陸
軍
の
二
局
の
ほ
か
、
築
造
、
兵
船
、
兵
器
、
馬
政
の
四
司
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
の
ち
の
軍
医
部

つ
い
で
五
月
二
三
日
に
軍
務
官
に
病
院
掛
が
お
か
れ
た
が
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
記
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
は
ま
っ
た

く
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
明
治
元
年
一
○
月
一
日
山
下
門
内
に
、
わ
が
国
陸
軍
病
院
の
濫
膓
と
い
わ
れ
て
い
る
兵
隊
仮
病
院
が
新
設

（
岨
）

さ
れ
た
の
で
、
軍
務
官
病
院
掛
は
そ
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

東
京
・
神
田
和
泉
町
の
旧
藤
堂
邸
に
創
設
さ
れ
た
大
病
院
は
陸
軍
主
体
の
病
院
で
あ
っ
た
た
め
、
海
軍
と
し
て
は
芝
高
輪
御
殿
山
の
旧
近

江
水
口
藩
主
加
藤
越
中
守
明
実
の
下
屋
敷
に
海
軍
病
院
を
設
立
し
た
（
明
治
三
年
六
月
二
五
日
）
。
名
称
は
海
軍
病
院
で
は
あ
る
が
、
病
兵
を
治

療
す
る
と
い
う
病
院
機
能
ば
か
り
で
な
く
、
海
軍
に
お
け
る
医
務
や
衛
生
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
管
理
機
能
も
有
し
て
い
た
。

そ
れ
以
前
の
同
年
二
月
九
日
に
兵
部
省
ｌ
明
治
二
年
七
月
七
日
軍
務
官
が
廃
止
さ
れ
て
兵
部
省
が
お
か
れ
た
ｌ
に
海
軍
掛
と
陸
軍
掛
が
お

か
れ
、
兵
部
大
丞
の
川
村
純
義
（
薩
摩
藩
）
が
海
軍
掛
の
総
括
者
に
就
任
し
、
海
軍
の
医
務
関
係
の
責
任
者
と
し
て
、
鹿
児
島
医
学
校
で
ウ
ィ

に
相
当
す
る
職
掌
は
ま
だ
な
い
。

兵
部
省
九
等
出
仕
（
明
治
四
年
一

兵
部
省
九
等
出
仕
（
明
治
五
年
一

（
郡
）

海
軍
大
軍
医
（
明
治
六
年
一
月
）

（
制
）

一
月
）

（
流
）

一
月
）
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衛
生
事
務
を
一
手
墜

医
頭
に
任
命
さ
れ
た
。

ら
無
理
強
い
を
せ
ず
、
も
つ
ぱ
ふ

明
治
五
年
一
○
月
一
二
日
海
一

実
質
上
の
主
宰
者
と
い
え
よ
う
。

（
編
）

兵
部
省
軍
医
寮
は
海
陸
二
軍
の
衛
生
行
政
や
人
事
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
部
局
で
あ
る
が
、
薩
摩
藩
出
身
者
の
お
お
い
海
軍
は
、
長
州
藩
山

（
棚
）

県
有
朋
の
推
娩
で
軍
医
頭
に
就
任
し
た
松
本
良
順
に
反
発
し
て
、
そ
の
隷
下
に
つ
く
こ
と
を
肯
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
松
本
良
順
も
当
初
か

ら
無
理
強
い
を
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
陸
軍
軍
医
寮
の
確
立
に
力
を
つ
く
し
た
。

明
治
五
年
一
○
月
一
二
日
海
軍
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
る
と
、
石
神
良
策
は
軍
医
助
に
任
じ
ら
れ
た
。
軍
医
頭
は
欠
員
な
の
で
、
こ
こ
で
も

（
蝿
）

リ
ス
の
右
腕
と
し
て
校
務
の
中
枢
に
あ
っ
た
石
神
良
策
が
え
ら
ば
れ
た
。

さ
ら
に
翌
四
年
二
月
三
○
日
築
地
海
軍
所
の
構
内
に
海
軍
医
局
が
も
う
け
ら
れ
、
そ
の
事
務
掛
専
務
と
し
て
石
神
良
策
は
海
軍
の
医
務
・

（
判
）

衛
生
事
務
を
一
手
に
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
七
月
五
日
兵
部
省
内
に
海
陸
二
軍
共
通
の
軍
医
寮
が
も
う
け
ら
れ
、
松
本
良
順
が
軍

横
浜
軍
陣
病
院
か
ら
は
じ
ま
り
、
大
病
院
、
鹿
児
島
医
学
校
に
お
け
る
石
神
と
の
関
係
か
ら
、
奥
山
虎
章
も
石
神
を
さ
さ
え
る
ス
タ
ッ
フ

の
一
人
と
し
て
兵
部
省
に
出
仕
し
、
海
軍
医
官
と
し
て
の
道
を
あ
ゆ
み
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
海
軍
医
官
と
し
て
の
生
活
は
長
い
も

（
岬
）

の
で
は
な
く
、
明
治
七
年
一
二
月
一
八
日
に
海
軍
を
退
官
し
た
。
わ
ず
か
二
八
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
（
表
二
。

奥
山
虎
章
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
一
二
月
四
日
に
父
玄
仲
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

同
斗
曾
Ⅱ
土
冒
入
蕪

奥
山
虎
章
の
家
族

蜂
シ
韮
窃典

み
づ
八
三
字
砿
Ⅷ

図1奥山虎章の

署名(慶応義塾入

社帳、慶応2年）

と
し
て
生
ま
れ
た
。
通
称
を
又
三
郎
と
い
っ
た
（
図
一
）
。
兄
虎
炳
は

長
崎
で
出
生
し
た
が
、
虎
章
の
出
生
地
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。

妻
い
つ
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
一
八
日
に
生
ま
れ
、
長
男

栄
次
郎
は
明
治
二
年
（
一
八
七
八
）
に
出
生
し
た
。
こ
の
両
者
の
残

年
は
不
明
で
あ
る
。
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居
住
地
は
東
京
第
二
大
区
二
小
区
桜
田
兼
房
町
六
番
地
で
、
あ
ら
た
に
制
定
さ
れ
た
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
大
・
小
区
の
廃
止
に
と

（
柵
）

も
な
い
、
明
治
二
年
二
月
か
ら
芝
区
に
編
入
さ
れ
た
。

表 ｜ 奥 山 虎 章 略 年 譜 ＊官員録による

弘化4年(1847)

慶応2年(1866)

ノノ4年(1868）

明治元年(1868）

12月411

4月511

8月5日

1()月8日

11月10B

正月

7月24日

9月

10月

正月28日

1月＊

奥山玄仲の次男として出生

慶応義塾に入社する

横浜軍陣病院手伝

大病院医師試補手伝兼通弁役

大病院医師試補

鹿児島医学校御用掛兼病院掛

海軍病院出仕

I講筵筆記」出版

兵部省九等出仕

兵部省八等出仕

海軍大軍医

この年『医語類聚』出版

海兵徴募のため青森県へ出張

20口に帰京する

海軍大軍医

『講筵筆記l翻訳出版により海

軍軍医寮より賞賜をうける

海軍を退官する

『医語類聚」（増訂2版）出版

｢独和医学字典」出版

病残（41歳）

ｊ
ｊ
Ｏ
１
７
７
８
８
１
１
１
ｉ

年
年

３
４

ノ
ノ
ノ
ノ

ｊ
ｊ
２
３
７
７
８
８
１
１
１
Ｉ

年
年

５
６

ノ
ノ
ノ
』

7月16日

ノノ7年(1874)10)l

ll月

12月18B

3月20日

5月

4月161」

ｊ
ｊ
ｊ

８
１
７

７
８
８

８
８
８

１
１
１

く
Ｉ

年
年
年

１
４
０

１
１
２

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ
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本
文
は
図
三
の
よ
う
に
英
文
は
も
ち
ろ
ん
横
書
き
だ
が
、
訳
語
で
あ
る
日
本
語
は
当
時
の
出
版
物
に
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
横
書
き
な

（
別
）

が
ら
文
字
を
横
に
た
お
し
て
縦
に
よ
む
よ
う
に
組
ま
れ
て
い
る
。
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
の
本
文
の
辞
書
部
分
は
二
六
八
ペ
ー
ジ
で
、
そ
れ
に
「
方

言
略
語
之
解
」
な
ど
の
附
録
が
つ
い
て
、
す
べ
て
三
二
○
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

初
版
か
ら
五
年
後
の
明
治
二
年
に
、
増
訂
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。
英
文
の
序
文
に
は
と
く
に
み
る
べ
き
事
項
は
な
く
、
初
版
で
ふ
れ

力
幸
甚
シ

と
し
て
、
動
氏
産

こ
れ
を
「
勤
氏
」

奥
山
虎
章
は
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
医
語
辞
典
を
編
纂
し
た
。

（
刑
）

英
語
医
語
辞
典
で
あ
る
『
医
語
類
聚
」
（
図
二
）
は
、
明
治
六
年
二
八
七
三
）
に
名
山
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
扉
に
は
図
二
の
よ
う
に
英
語

の
標
題
が
ふ
さ
れ
て
お
り
、
著
者
自
身
に
よ
る
英
語
の
序
文
、
つ
い
で
奥
山
虎
炳
の
序
文
が
あ
っ
て
、
例
言
が
つ
づ
く
。

英
語
の
序
文
で
は
、
医
学
の
進
歩
が
い
ち
じ
る
し
い
わ
が
国
で
は
あ
る
が
、
学
生
の
た
め
の
医
語
辞
典
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
医
語
辞
典
を
典
拠
に
し
て
、
解
剖
学
、
薬
物
学
、
生
理
学
、
外
科
、
内
科
な
ど
の
分
野
の
術
語
を
内
容
と
す
る
辞
典

の
発
刊
を
計
画
し
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
例
言
に
お
い
て
も
、

予
亦
曽
テ
医
学
ノ
ー
班
ヲ
管
窺
シ
是
患
苦
ヲ
書
ム
ル
コ
ト
有
年
客
歳
会
マ
動
氏
医
用
字
書
ヲ
得
之
ヲ
閲
ス
ル
ニ
語
原
正
確
註
解
明
瞭
ト

シ
テ
大
二
得
ル
所
ア
リ
乃
チ
欣
然
大
喜
千
金
不
音
因
テ
公
務
ノ
余
暇
燈
下
寸
光
ヲ
楡
ミ
縄
一
二
二
語
ヲ
拾
上
傍
ラ
爾
余
ノ
書
中
ョ
リ
手

抄
シ
日
ヲ
追
月
ヲ
累
ネ
寛
一
二
小
冊
子
二
満
シ
今
是
ヲ
公
ニ
ス
ル
モ
固
ョ
リ
碩
学
君
子
ノ
為
ニ
ァ
ラ
ス
初
学
童
蒙
ノ
ー
小
助
タ
ラ
ハ
予

（
柳
）

虎
章
が
い
つ
か
ど
こ
で
医
学
を
修
め
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
応
二
年
四
月
五
日
に
慶
応
義
塾
に
入
社
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

奥
山
虎
章
の
医
語
辞
典

動
氏
医
用
字
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
表
記
し
て
い
る
。

当
時
は
「
ド
ン
グ
リ
ソ
ン
」
と
発
音
し
て
い
た
の
で
、
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『
医
語
類
聚
」
の
増
訂
第
二
版
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
三
年
後
の
明
治
一
四
年
（
一

を
上
梓
し
た
。
採
録
し
た
言
語
は
ド
イ
ツ
語
の
み
な
ら
ず
、
「
古
典
其
用
甚
夕
広
」

｜
’

八

.MEDIOA1』VOOABURAI』Y

】詩

剛ⅡⅢANDMMNISI

〆

Ｎ｛

行
渋
￥

皇
卜

ｊ

べ
、
凸

へ

漢
鐸
ｊ
綣

製
》
稗

冨
一
一
や
信
唇
雲
霧
華
》
程
．
一
一
椿
》
》
・
鍔
雫
黒
や
『
空

室
姐
黙
獄

入
営
掌
唾
婆
竺
巨
篝
誉
罵
倶
兵
隠
董
漿
民
鴬
劃
齢

A“mu3，

Abnissunc11t」

Aいtisj

AbdommrLlviscc1･a

Jn

】.'n斤．
ロ

’
AbdLlctioll

A1X111ctol･J

Abcillc，

A5icsljil1”】】1“･

AbiUsi爵j

Abl孔ct孔tlo，

Abl“ntsj

Abnol･ll1lf,Y，

nbortifMjせ】1te】･gdtactl〔L

hbortio,,,
Abol･ti1．0，

２
し
て

図
厨
）

番
地
」

｢医語類聚j(初版)の扉

て
い
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
名
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
初
版
の
扉
に
あ
っ
た

（
誰
）

虎
の
印
章
は
、
こ
の
版
に
は
お
さ
れ
て
い
な
い
。
英
文
序
文
に
つ
づ
い
て
、
一

二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
骨
格
図
を
は
じ
め
、
医
療
器
械
、
医
療
器
具
な
ど
の
図

が
ふ
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
三
三
二
ペ
ー
ジ
に
増
加
し
て
、
単
語
の
数
は
お
よ

そ
七
千
五
百
語
に
お
よ
ぶ
（
表
二
）
。

奥
付
に
よ
る
と
発
刊
は
明
治
二
年
三
月
二
○
日
と
あ
り
、
訳
者
出
版
人
と

し
て
「
山
形
県
士
族
奥
山
虎
章
東
京
第
二
大
区
二
小
区
桜
田
兼
房
町
六

（
粥
）

番
地
」
、
発
見
と
し
て
「
芝
大
神
宮
前
牧
野
吉
兵
衛
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

著
者
あ
る
い
は
編
者
と
い
わ
ず
訳
者
と
し
て
い
る
の
は
、
ダ
ン
グ
リ

ソ
ン
の
医
語
辞
典
を
翻
訳
、
編
纂
し
た
と
虎
章
自
ら
が
理
解
し
て
い

”
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

初

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
医
語
事
典
は
』
ミ
ミ
ロ
ミ
ミ
ミ
曇
ミ
ミ
、
ｓ
‐

熱
》
↓
邑
三
の
ｇ
§
尽
負
苫
包
旧
爵
さ
言
尽
の
聿
昌
名
で
一
八
三
三
年
に
初
版
が

譲
膿
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
『
医
語
類
聚
」
が
出
版
さ
れ
た
明
治
六
年
（
一

涯
第
八
七
三
）
ま
で
に
一
七
版
を
か
さ
ね
て
い
る
が
、
虎
章
が
ど
の
版
を
参

酢
看
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
原
著
の
部
厚
さ
か
ら
考
え
て
、
単
な
る

（
別
）

訳
書
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

あ
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
、
奥
山
虎
章
は
「
独
和
医
学
字
典
」
（
図
四
）

‐
古
典
其
用
甚
夕
広
」
く
「
欧
米
諸
州
凡
百
ノ
学
普
ク
是
ヲ
以
テ
師
走
ト
ス
」
る
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表2『医語類聚」の初版と第二版の比較

以
上
は
上
巻
の
著
者
の
諸
言
に
し
る
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
本
文
一
四
二
ペ
ー
ジ
に
お
よ
そ
七
千
百
語
が
お
さ
め
ら
れ
て

お
り
、
附
録
と
し
て
「
人
骨
一
覧
表
」
「
肌
肉
概
表
」
「
動
脈
分
枝
略
表
」
「
脳
脊
髄
神
経
分
枝
略
表
」
な
ど
が
ふ
さ
れ
て
、
総
計
で
一
七
六
ぺ

－
ジ
か
ら
な
る
。

奥
付
に
は
語

増訂第二版初版

明治11年(1878)

125mm×185mm

1ページ

2

12

99ウ
JJ4

明治6年（1873）

125mm×170mm

lぺ－

1

2

268

出版年

大きさ

序文（英文）

奥山虎炳の序文

例言

図版

本文

附録

方書略語之解

骨之表

肌肉表

動脈分枝略表

元素通表

度量衡略表

靱帯略表

神経略表

服量表

合計

「
明
治
一
四
年
三
月
七
日
版
権
免
許
」
と
あ
る
の
み
で
出
版
の
日
付
は
な
く
、
扉
に
「
明
治
一
有
四
年
五
月
新
鑛
」
と
あ
る
の

13

4

14

10

4

37

9

9

30

433ページ

２
４
４
０
４
８
’

１

１
１

320ページ

ラ
テ
ン
語
も
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に
し
た
耆
物
は
医
学

書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
化
学
や
物
理
学
な
ど
の
隣
接
領
域
の

専
門
害
に
お
よ
ん
で
い
る
。

本
字
典
は
三
分
冊
か
ら
な
っ
て
お
り
、
上
巻
は
解
剖
学
、
生

理
学
の
語
彙
を
あ
つ
め
て
『
初
編
解
剖
生
理
学
語
部
」
と
し
、

中
巻
は
理
学
、
化
学
、
薬
物
学
、
植
物
学
の
四
科
を
、
下
巻
は

内
科
、
外
科
、
産
科
そ
の
他
の
学
科
の
語
彙
を
お
さ
め
て
い
る
。

郵錘辱霊毒＝…春一'懸垂＝壁畢・悪…甦髭琴奮壁1

図4「独和医学字典」の欧文扉
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本
書
は
海
軍
病
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
解
剖
学
講
義
を
、
奥
山
虎
章
と
半
井
成
質
が
共
訳
し
た
書
物
で
、
全

四
○
巻
、
明
治
四
年
九
月
に
海
軍
病
院
官
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
奥
山
虎
炳
の
例
言
に
よ
る
と
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
講
義
は
、
底
本
と
し
て

（
調
）

有
名
な
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
の
解
剖
害
を
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
海
軍
病
院
は
診
療
部
門
だ
け
で
な
く
、
海
軍
全
般
の
医
療
衛
生
面
の
行
政
・
管
理
部
門
も
あ
わ
せ
も
っ
て
お
り
、
海
軍
病
院

（
帥
）

学
舎
（
の
ち
の
海
軍
軍
医
学
校
）
は
開
設
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
講
義
は
こ
の
病
院
に
勤
務
す
る
医
官
を
対
象
に
し
て
い
た
と

い
え
る
。
そ
れ
を
奥
山
虎
炳
の
諸
言
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

今
弦
辛
未
官
権
リ
ニ
病
院
ヲ
創
シ
以
テ
海
兵
ノ
洞
ヲ
抱
ク
者
ヲ
養
上
又
夕
英
医
法
吻
列
児
氏
ヲ
延
シ
施
治
ノ
余
り
更
二
講
筵
ヲ
間
キ

以
テ
院
中
子
弟
二
解
剖
学
科
ヲ
授
ク

適
切
な
訳
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
な
の
で
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
奥
山
虎
章
ら
は
か
な
り
の
苦
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
か
ん
が
え
る
と
、
英
米
医
学
の
教
科
書
が
か
な
り
広
範
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
一
例

と
し
て
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
医
語
辞
典
が
ひ
ろ
く
む
か
え
ら
れ
、
そ
れ
を
翻
訳
編
纂
し
た
『
医
語
類
聚
」
も
原
書
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
に
利
用
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
づ
く
『
独
和
医
学
字
典
」
の
出
版
は
、
来
る
べ
き
ド
イ
ツ
医
学
興
隆
の
さ
き
が
け
と
し
て
、

時
代
を
み
す
え
た
快
挙
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
説
）

ら
と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
。

（
岸
”
）

で
、
こ
れ
を
も
っ
て
五
月
の
出
版
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
虎
章
は
こ
こ
に
自
ら
を
訳
者
と
表
記
し
て
い
る
。

明
治
初
年
の
わ
が
国
の
医
学
は
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
津
々
浦
々
に
い
た
る
ま
で
ド
イ
ツ
医
学
が
浸
透
し
て
い

（
諭
）
（
訂
）

た
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
退
潮
し
た
あ
と
を
う
け
て
、
主
流
は
む
し
ろ
英
米
医
学
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
医
学
は
こ
れ
か

海
軍
病
院
の
講
義
録
「
講
筵
筆
記
」
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横
浜
軍
陣
病
院
、
東
京
大
病
院
、
鹿
児
島
医
学
校
で
活
躍
し
、
の
ち
に
海
軍
に
転
じ
て
大
軍
医
に
昇
進
し
た
奥
山
虎
章
に
つ
い
て
の
べ
た
。

『
医
語
類
聚
」
や
『
独
和
医
語
字
典
」
の
編
纂
と
『
『
講
筵
筆
記
」
の
翻
訳
が
、
明
治
初
年
の
わ
が
国
医
学
界
に
は
た
し
た
役
割
り
は
お
お

き
い
も
の
が
あ
り
、
英
米
医
学
の
普
及
の
上
で
見
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
業
績
と
い
え
よ
う
。

れ
る
。
こ
れ
が
『
医
語
類
聚
」
編
纂
の
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

半
井
成
質
は
『
講
筵
筆
記
」
の
翻
訳
刊
行
に
よ
っ
て
、
明
治
七
年
二
月
に
海
軍
軍
医
療
ｌ
明
治
五
年
一
○
月
一
三
日
海
軍
病
院
が
改
称
さ

（
剛
）

れ
た
ｌ
か
ら
賞
賜
を
う
け
て
い
る
の
で
、
共
同
翻
訳
者
で
あ
る
虎
章
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
と
文
献

（
１
）
中
西
淳
朗
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
の
再
検
討
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
○
巻
、
五
’
九
頁
、
平
成
六
年

（
２
）
中
西
淳
朗
『
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
の
再
検
討
ｌ
サ
ブ
ノ
ー
ト
」
平
成
六
年

（
３
）
「
日
記
」
明
治
初
年
医
史
料
（
続
）
中
外
医
事
新
報
別
刷
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
（
復
刻
版
）
思
文
閣
出
版
、
昭
和
一
九
年

（
４
）
同
書
、
五
五
頁
（
慶
応
四
年
八
月
五
日
）

（
５
）
同
書
、
六
九
頁
（
明
治
元
年
九
月
一
六
日
）

槁
を
終
る
に
あ
た
り
、
お
お
く
史
料
の
披
見
と
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
蒲
原
宏
理
事
長
、
貴
重
な
「
講
筵
筆
記
」
の
閲
覧
を
お
ゆ
る
し
い
た
だ
い

た
宗
田
一
常
任
理
事
、
明
治
初
年
の
陸
海
軍
医
官
に
つ
い
て
、
ま
た
鹿
児
島
医
学
史
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
黒
沢
嘉
幸
先
生
、
森
重
孝
先
生

た
宗
田
一
常
任
理
事
、

に
感
謝
い
た
し
ま
す
㈲

種
々
、
ご
指
導
、
ご
助
言
い
た
だ
い
た
酒
井
シ
ヅ
教
授
、
奥
山
虎
二
先
生
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

本
論
文
の
要
旨
は
日
本
医
史
学
会
例
会
（
一
九
九
五
年
四
月
二
二
且
に
お
い
て
発
表
し
た
。

お
わ
り
に
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（
喝
）

（
Ｍ
）

（
鴫
）

へ へへへ

19181716
… ………

（
Ⅱ
）
蒲
原
宏
「
ウ
ィ
リ
ス
と
シ
ド
ー
ル
ー
明
治
戊
辰
戦
争
の
戦
傷
病
者
治
療
に
動
員
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
た
ち
ｌ
」
、
宗
田
一
ほ
か
編
『
医

学
近
代
化
と
来
日
外
国
人
」
五
三
’
六
二
頁
、
世
界
保
健
通
信
社
、
昭
和
六
三
年

（
咽
）
石
神
は
薩
摩
藩
医
石
神
良
策
で
、
慶
応
四
年
七
月
一
四
日
に
有
馬
意
運
の
後
任
と
し
て
軍
陣
病
院
医
師
頭
取
に
就
任
し
た
。
の
ち
海
軍
軍
医

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
川
）

同
書
、
七
二
頁

同
書
、
八
六
頁

文
献
（
３
）
八
一
頁
、
八
二
頁

九
月
二
八
日
、
平
病
軽
傷
半
癒
等
東
京
へ
送
り
方
之
儀
二
付
裁
判
所
へ
出
勤
毎
事
判
事
と
遂
談
判
と
あ
る
（
文
献
（
３
）
七
三
頁
）

（
マ
マ
）

九
月
二
九
日
、
東
京
へ
平
病
半
愈
軽
傷
等
送
り
方
之
儀
二
付
裁
判
所
同
心
山
村
繁
作
借
受
差
遣
ス
（
文
献
（
３
）
七
四
頁
）
と
あ
り
、
そ
の
翌
日

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
綿
密
に
打
合
せ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

一
○
月
朔
日
、
東
京
病
院
会
計
懸
宍
戸
勘
太
夫
儀
万
事
問
合
之
た
め
罷
越
、
昨
日
差
越
置
候
同
心
万
事
問
合
済
二
而
罷
帰
ル
、
病
兵
送
り

方
二
付
間
合
筋
有
之
裁
判
所
へ
源
之
進
差
遣
ス
（
文
献
（
３
）
七
四
頁
）

文
献
（
３
）
六
五
頁

福
田
は
長
州
藩
医
福
田
純
一
・
石
神
と
同
じ
日
に
頭
取
差
添
に
任
じ
ら
れ
た
。

高
地
は
高
地
晴
謙
。
『
軍
陣
病
院
日
記
」
に
藩
名
の
記
載
は
な
い
が
、
医
師
で
あ
る
旨
は
し
る
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
は
吉
田
藩
士
渡
辺
喜
三
太
で
、
慶
応
四
年
五
月
八
日
に
横
浜
出
役
御
使
番
附
属
に
任
命
さ
れ
た
（
一
二
頁
）

療
助
に
栄
進
し
た
。

載
が
あ
る
（
三
四
頁
）
。

同
書
、
七
三
頁
（
同
年
九
月
二
七
日
）

同
書
、
七
四
頁
（
同
年
一
○
月
一
Ｈ
）

同
書
、
七
七
頁
（
同
年
一
○
月
七
日
）

佐
々
木
克
『
戊
辰
戦
争
敗
者
の
叩

『
軍
陣
病
院
日
記
」
に
は
、
医
師
頭
附

『
日
記
』
明
治
初
年
医
史
料
、
中
外
医
事
新
報
別
刷
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
（
復
刻
版
）
七
二
頁
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
一
八
年

敗
者
の
明
治
維
新
』
九
八
’
一
二
三
頁
、
中
公
新
書
、
昭
和
五
二
年

医
師
頭
取
有
馬
意
運
が
一
五
両
、
次
席
の
柴
岡
宗
伯
が
一
○
両
、
医
師
大
沢
宗
隆
、
松
山
不
苦
庵
が
五
両
と
の
記
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師
）
『
大
病
院
医
学
所
種
痘
所
楳
毒
院
医
師
姓
名
」
明
治
初
年
医
史
料
、
中
外
医
事
新
報
別
刷
『
川
本
医
史
学
雑
誌
」
（
復
刻
版
）
一
六
’
二
○
頁
、

（
別
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
に
つ
い
て
は
次
の
諸
害
を
参
考
に
し
た
。

（
ａ
）
佐
藤
八
郎
「
英
医
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
略
伝
」
鹿
児
島
大
学
医
学
部
、
昭
和
四
三
年

（
ｂ
）
鮫
島
近
二
「
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
」
日
本
医
事
新
報
社
、
昭
和
四
八
年

（
Ｃ
）
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
タ
ッ
ッ
ィ
中
須
賀
哲
朗
訳
「
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
の
生
涯
』
中
央
公
論
社
、
平
成
五
年

（
翌
深
瀬
泰
且
「
海
軍
大
医
監
奥
山
虎
炳
（
一
八
四
○
’
一
九
二
六
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
一
巻
、
一
三
二
’
三
四
八
頁
、
平
成
七
年

兎
）
石
田
純
郎
「
明
治
初
期
の
兵
庫
の
ロ
ー
カ
ル
英
字
新
聞
記
事
に
見
る
在
日
外
国
人
医
師
名
」
「
口
本
医
史
学
雑
誌
』
二
九
巻
、
七
○
’
七
一
頁
、

昭
和
五
八
年
。
な
お
、
こ
の
日
を
森
重
孝
は
一
二
月
七
日
と
し
て
い
る
（
「
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
の
門
下
生
た
ち
」
「
鹿
児
島
大
学
医
学
雑
誌
』

四
七
巻
、
補
冊
一
、
一
三
’
二
一
頁
、
平
成
七
年
）

（
型
）
森
重
孝
『
薩
摩
医
人
群
像
」
一
八
七
頁
、
春
苑
堂
、
昭
和
五
一
年

へへ〆一、へ〆一、～、一、へへ一、〆へ戸、へ
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思
文
閣
出
版
、
昭
和
一
八
年

昭
和
五
八
年
。
な
お
、
こ
の

四
七
巻
、
補
冊
一
、
一
三
’
二

森
重
孝
「
薩
摩
医
人
群
像
」

森
重
孝
、
同
書
、
一
八
八
頁

森
重
孝
「
鹿
児
島
の
医
学
」
八
七
頁
、
舂
苑
堂
、
平
成
五
年

「
公
文
類
纂
」
明
治
五
年
、
巻
一
、
三
三
九
丁
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
蔵
）

萩
原
延
寿
「
遠
い
崖
サ
ト
ウ
日
記
抄
」
第
一
三
五
二
回
、
朝
日
新
聞
一
九
八
六
年
二
月
一
○
日

萩
原
延
寿
、
同
論
文
、
第
一
三
五
三
回
、
朝
日
新
聞
一
九
八
六
年
二
月
一
二
日

深
川
晨
堂
『
大
村
藩
の
医
学
」
六
七
’
六
八
頁
、
大
村
藩
之
医
学
出
版
社
、
昭
和
五
年

萩
原
延
寿
、
前
掲
論
文
、
第
一
三
五
六
回
、
朝
日
新
聞
一
九
八
六
年
二
月
一
七
日

「
公
文
類
纂
』
明
治
四
年
、
巻
六
、
四
三
丁

「
江
戸
名
所
図
会
』
二
六
八
頁
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
一
年

『
袖
珍
官
員
録
」
明
治
四
年
、
和
泉
屋
・
須
原
屋
版
、
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
一
巻
、
寺
岡
書
洞
、
昭
和
五
四
年

「
袖
珍
官
員
録
」
明
治
五
年
、
須
原
屋
・
和
泉
屋
版
、
寺
岡
寿
一
編
、
同
書
第
二
巻
、
昭
和
五
五
年

「
袖
珍
官
員
録
」
明
治
六
年
、
須
原
屋
・
和
泉
屋
版
、
寺
岡
寿
一
編
、
同
書
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訂
）
一
ペ
ー
ジ
二
三
行
の
組
版
だ
が
、
訳
語
が
二
行
あ
る
い
は
三
行
、
さ
ら
に
は
五
行
に
も
お
よ
ぶ
単
語
が
あ
る
の
で
単
純
に
は
計
算
で
き
な
い
。

収
録
語
数
は
お
よ
そ
六
千
語
あ
ま
り
と
い
え
よ
う
。

（
里
初
版
の
扉
の
虎
の
印
章
は
蔵
需
印
で
は
な
く
、
著
者
で
あ
る
虎
章
の
印
を
押
捺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
扉
に
著
者
自
身
の
印
章
を
お
す
の

は
、
江
戸
時
代
の
慣
習
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
詔
）
こ
れ
は
奥
山
文
書
所
収
の
虎
章
の
寄
留
地
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
桜
田
兼
房
町
は
現
行
の
新
橋
二
丁
目
の
う
ち
（
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」

へへ
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へへへへへへへへへ
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桜
医
会
は
旧
日
本
海
軍
軍
医
出
身
者
の
団
体
で
、
こ
の
名
簿
に
は
明
治
元
年
出
仕
者
に
は
じ
ま
る
全
海
軍
医
官
が
収
戦
さ
れ
て
い
る
。

現
行
の
港
区
新
橋
二
丁
目
五
番
地
の
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
東
京
都
、
二
七
四
頁
、
昭
和
五
一
二
年
に
よ
る
）
。

『
慶
応
義
塾
入
社
帳
」
一
巻
、
一
七
一
頁
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
六
一
年

奥
山
虎
章
「
医
語
類
聚
」
名
山
閣
、
明
治
六
年

扉
に
は
明
治
六
年
と
あ
り
、
例
言
は
明
治
五
年
七
月
の
日
付
が
あ
る
。
私
の
所
蔵
す
る
初
版
本
は
奥
付
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
正
確
な
発
行

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
一
’
三
頁
、
大
正
二
年
以
下
の
記
述
も
本
書
に
お
う
と
こ
ろ
が
お
お
い
。

黒
沢
嘉
幸
「
山
下
御
門
内
仮
病
院
」
「
口
本
医
史
学
雑
誌
」
四
○
巻
、
二
八
一
’
二
九
二
頁
、
平
成
六
年

「
公
文
類
纂
』
明
治
四
年
、
巻
四
、
三
九
丁
こ
の
文
書
は
日
付
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
二
月
一
七
日
と
お
も
わ
れ
る
。

壁
島
為
造
「
海
軍
衛
生
制
度
史
」
一
巻
、
二
頁
、
大
正
一
五
年

内
閣
記
録
課
編
「
法
規
分
類
大
全
』
第
一
州
、
兵
制
門
四
、
陸
海
軍
官
制
四
、
陸
軍
四
、
九
頁
に
「
兵
部
省
ョ
リ
軍
医
寮
へ
達
画
年
八
月
Ｈ

開
）
」
と
し
て
「
海
陸
軍
附
医
官
之
義
自
今
於
東
京
軍
医
寮
統
括
可
致
候
事
」
と
あ
る
。

鈴
木
要
吾
『
藺
学
全
盛
時
代
と
藺
陦
の
生
涯
」
一
七
五
頁
、
東
京
医
事
新
誌
局
、
昭
和
八
年

日
は
不
明
で
あ
る
。

『
桜
医
会
名
簿
』
平
成
四
年
版

『
掌
中
官
員
録
」
叩

「
公
文
類
纂
」
明
払

『
公
文
類
纂
」
明
必

同
書
、
一
九
五
丁 」

明
治
七
年
、
西
村
維
商
会
、
寺
岡
寿
一
綱
、
同
書

明
治
五
年
、
巻
五
、
七
六
丁

明
治
六
年
、
巻
六
、
一
九
○
丁
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巻
一
三
に
よ
る
）
ｃ

（
里
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
幻
○
三
里
目
冒
警
⑱
○
コ
（
一
七
九
八
’
一
八
六
九
）
は
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
の
医
師
で
あ
る
。
お
お
く
の
医
書
を
編
纂
、

出
版
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
医
語
事
典
、
生
理
学
書
、
医
学
史
書
の
最
初
の
著
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
と
そ

の
医
語
事
典
に
つ
い
て
は
、
槁
を
あ
ら
た
め
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
弱
）
さ
き
の
『
医
語
類
聚
』
同
様
に
、
本
書
に
も
底
本
に
し
た
独
語
医
語
辞
典
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
か
ら
そ
れ
を
う
か
が
い
し
る
こ
と

（
弱
）

へ
、
×
〕
一

戸
声
【
Ｊ
』

へへ

5756
……

へへ
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…ー

阿
知
波
五
郎
「
明
治
初
期
英
米
系
医
学
訳
書
原
著
と
そ
の
性
格
」
『
日
本
英
学
史
研
究
会
研
究
報
告
」
三
七
号
、
一
’
一
六
頁
、
昭
和
四
○
年

阿
知
波
五
郎
「
明
治
初
期
の
日
米
医
学
交
流
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
事
新
報
」
一
二
七
四
号
、
四
三
’
四
六
頁
、
昭
和
四
○
年
（
「
近
代
医
史
学

論
考
」
二
二
七
’
二
三
四
頁
、
恩
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
に
再
録
）

阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
Ｉ
西
欧
医
学
受
容
の
軌
跡
Ｉ
』
、
三
二
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年

こ
こ
で
「
明
治
一
五
年
ご
ろ
か
ら
ド
イ
ツ
語
系
が
次
第
に
比
重
を
増
し
、
明
治
二
○
年
ご
ろ
に
は
、
日
本
国
中
ド
イ
ツ
語
系
で
ほ
と
ん
ど

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
」
た
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
と
「
講
筵
筆
記
」
に
つ
い
て
ば
長
門
谷
洋
治
「
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
ホ
ィ
ー
ラ
ー
ｌ
本
邦
海
軍
軍
医
教
育
の

基
礎
を
築
い
た
二
人
の
英
人
医
師
」
宗
田
一
ほ
か
編
「
医
学
近
代
化
と
来
日
外
国
人
」
八
四
’
九
○
頁
、
世
界
保
健
通
信
社
、
昭
和
六
三
年
、

こ
ノ
、
つ
一
回
○

・
１
１
く
、
＃
４
‐
ｌ
１
ｖ

海
軍
軍
医
学
舎
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
明
治
六
年
八
月
九
日
で
あ
る
。

田
中
助
一
『
防
長
医
学
史
」
下
巻
、
二
六
頁
、
聚
海
吾
林
、
昭
和
五
九
年

さ
き
の
一
医
幸

は
で
き
な
い
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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warinl868.

HewenttoKagoshimawithWilliamWillisandasoneofthefoundersoftheKagoshimaMedical

School,gavestudentseducationthere.Heresignedhisnavalpositioninl874,whenhewasDaiGunl大
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